
様式第3号(第9条関係) 

会議結果 

 次の附属機関等の会議を下記のとおり開催した。 

附 属 機 関 等 の 名 称  みよし市食育推進会議 

開 催 日 時 
令和５（2023）年１２月２５日（月） 

 午後２時から午後３時３０分まで 

開 催 場 所  市役所６階 ６０１・６０２会議室 

出 席 者 

【会長】村田副市長 

【委員】加藤知子委員、小野田加代子委員、青木正也委員、林

晴子委員、堀本さなえ委員（代理：近藤愛理氏）、柘植知則委

員、新谷千晶委員、小川雄二委員、兼平奈奈委員、増岡庶委員 

【助言者】林禎二助言者、杉原孝子助言者、近藤貴子助言者、

野々山紘美助言者 

【事務局】成田市民経済部長、原田市民経済部次長兼産業振興

課長、森下副主幹、出口主事、藤森保険健康課長、星野主事、

衣斐副園長、長谷川主幹、岡田主任主査、松永主任主査、豊田

加茂農林水産事務所田端課長補佐 

次 回 開 催 予 定 日  令和６（2024）年３月８日（金） 

問 合 せ 先 

 市民経済部産業振興課 森下・出口 

電 話  0561-32-8015（直通） 

メール  sangyo@city.aichi-miyoshi.lg.jp 

下欄に掲載するもの 
・議事録全文 

・議事録要約 
要約した理由   

審 議 経 過  別紙会議録参照 
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定刻となりましたので、ただいまから「みよし市食育推進会議」

を始めさせていただきます。 

はじめに、礼の交換をしたいと思いますので、ご起立ください。 

一同礼。ご着席ください。 

申し遅れましたが、本日の会議の進行を務めさせていただきま

す。産業振興課長の原田と申します。 

本日の会議は、みよし市食育推進会議条例に基づいて開催される

会議です。また、みよし市附属機関の設置及び運営に関する要綱第

６条に基づき、会議はすべて公開となりますので、あらかじめご了

承ください。なお、傍聴者は１名いらっしゃいます。 

それでは、お手元の会議次第により進めて参ります。 

次第の 1 本推進会議の会長であります副市長の村田から、御挨拶

を申し上げます。 

 

本日はお忙しい中、御出席いただきまして誠にありがとうござい

ます。 

食育推進計画について取りまとめていく予定となっておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

みよし市では最近の話題は、愛知駅伝にみよし市が出場し、非常

に元気の良い走りをし、７位という素晴らしい結果でした。 

他にも、宴会が戻ってきたこともあり、市役所正面玄関に１１月

の中旬から「３０１０運動」のポスターを掲示しています。また、

愛知県の「激安品も使いきれなきゃ割高品！！へらそう、なくそ

う、食品ロス」というポスターも掲示していますので、よろしけれ

ばご確認ください。食育の関係ですが、いろいろな部署から聞いて

いますと、赤ちゃんやこどもから、高齢者まで支える土台が食育だ

と実感しています。根幹となる計画を策定する必要がありますの

で、今回も御審議の程どうぞよろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。 

 本日の会議出席委員は１１名です。条例第７条第３項の規定によ

る過半数に達しておりますので、本日の会議は成立しております。 

また、事前に委員の豊川様、小野田勝輝様、雪江様、堀本様、宮﨑

様、岩下様からご欠席の連絡を、また、委員の堀本様の代理で近藤

様が代理出席との連絡を受けましたので、ご報告いたします。 

議事に入る前に、お手元の会議資料を確認いたします。本日の資
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料として、事前に会議次第・委員名簿・第４次みよし市食育推進計

画（案）をお送りしました。また、配席表を机上に配付させていた

だいております。お手元にご案内した書類が欠落しておりました

ら、お申し出ください。 

次第の２ それでは、これより議事に入ります。 

議事の進行につきましては、条例第７条第２項の規定により、会

長が議長になるとありますので、村田会長にお願いします。 

 

それでは、次第に従いまして議事を進めてまいりますので、よろ

しくお願いします。 

議題１（１）「第４次みよし市食育推進計画（案－１）の意見につ

いて」、事務局より説明をお願いします。 

 

議題１（１）につきまして事務局よりご説明申し上げます。 

先日、委員・助言者の皆様に送付した「第４次みよし市食育推進

計画案－１」につきまして、多くの御意見をいただきありがとうご

ざいました。御意見を別紙１「計画案－１について」のとおり取り

まとめましたので、御覧ください。ページ①は以前送付した計画案

－１のページ数、ページ②は先日会議資料として送付した計画案－

２のページ数です。 

通し番号１ 目次のページ数についてですが、修正や加筆するた

びにページ数がずれてしまうため、今回の会議での意見を反映後、

ページ数を入力する予定です。通し番号２ さんさん市場、軽トラ

市については、正式名称の「さんさん市場の会」、「軽トラ☆マルシ

ェ」に変更しました。通し番号３ いいともあいち推進店について

は、別紙の通り修正を行いました。通し番号４ 地元食材の使用状

況については、計画案－２の１５ページのとおり、「地元食材の使用

状況」として愛知県・みよし市産の食材を使用した給食の写真・献

立を掲載し、７５ページに「まるっと愛知県産給食」の写真・献立

を掲載しております。通し番号５ グラフについて見づらいという

ご意見がありましたので、色を変更したり、間隔が詰まっている部

分にゆとりを持たせたりして、修正を行いました。通し番号６ 就

寝時間と朝食の欠食との相関関係についての御意見ですが、今回の

アンケートの結果では、朝食の欠食状況と就寝時間の相関関係が見

られ、欠食の理由として「時間が無いから」の割合が高かったた

め、計画案－２の３０～３１ページのとおり記述しております。通
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し番号６・７・１１ 家庭への支援については、家庭の状況はさま

ざまですが、ニーズに合った事業を展開できるよう、各園・学校と

連携を図り、御協力をいただいて、こどもたちだけではなく、保護

者の意識を高めるような取組を継続して進めます。通し番号８ 本

文の内容が不十分だったため、御指摘いただいた文章を末尾に追加

しました。通し番号９ 各 SDGsのマークを選んだ理由についてです

が、本文中に理由を記載することを検討しましたが、マーク（目

標）そのものの意味を知っていただくことが理解につながるのでは

ないかと判断したため、用語集で各目標についての説明を設けまし

た。８７～８８ページをご参照ください。通し番号１２ 句読点の

有無がバラバラになっていたため、句読点を無しにして統一しまし

た。通し番号１３ 食育ボランティア頼みになってしまわないかと

いうご意見については、６１ページの本文中にもある通り、市や関

係団体・消費者・ボランティア団体で、それぞれの立場で一体的に

食育を推進していきたいと考えています。通し番号１４ 表の区切

り線が無いため、統一して区切り線を入れました。通し番号１５ 

SDGs、カーボンニュートラル等の取組についてですが、市としての

具体的な取組があまりない状況です。生活環境課の取り組む「フー

ドドライブ」のほかに、サステナブルな取組の一つとして、「地産地

消」が挙げられます。地産地消を推進することで、SDGsやカーボン

ニュートラルに貢献できると考えています。地産地消につきまして

は、具体的な取組が挙げられていますので、７３～７５ページをご

参照ください。また、市民への周知として７２ページにある通り、

「３０１０（さんまるいちまる）運動」のコラムを入れました。通

し番号１６ ご指摘いただいた点につきまして、県のプランを確認

しまして修正しました。以上です。 

 

今の説明について、質問や意見がありましたらお願いいたしま

す。 

 

（意見無し） 

 

 別紙１の通し番号１～５に関しては意見の通り修正をしたと思い

ますが、前回送付した計画（案）は全体を通して、どのような部分

を変更しているのか、事務局から説明をお願いできますか。 
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 はい。資料の通し番号１～４は資料の通り修正を行っておりま

す。通し番号５には「１０ページなど」と記載がありますが、例え

ば、１０ページのみよし市と愛知県の世帯の家族類型別一般世帯数

の割合のグラフについて、愛知県のグラフが黒でしたが、見やすく

なるようグレーに色を変更しました。 

 また、皆様には前回の会議時にお配りしている１６ページからの

アンケートの結果ですが、グラフの間隔が詰まっていたので、ゆと

りを持たせました。 

 

 今気づいたのですが、１３ページの小中学生の肥満の状況につい

てのグラフですが、みよし市と全国のグラフが離れているように見

えます。 

 

 こちらのグラフは、見やすくなるようみよし市と全国の間を空け

ようとなったのですが、印刷すると離れていることが分かりづらい

ため、わかりやすく離してグラフを変更します。 

 

 これは離しているけど印刷をしたらくっついているように見えて

しまうということですか。 

 

 そうです。ですので、印刷しても分かりやすく離れているよう編

集を行います。 

 

 全体を通して構成のクオリティを上げて進めていきましょう。 

 通し番号６について、事務局から詳しく説明をしてください。 

 

 はい。ます１つ目の「３１ページのグラフを見れば、相関関係が

あることはわかるが…」という御意見に関しては、今回のアンケー

ト結果で、朝食の欠食状況と就寝時間の相関関係が見られ、欠食の

理由として「時間がないから」の割合が高かったため、３０～３１

ページの通り記載をしております。 

 ２つ目・３つ目では、それぞれの家庭によって状況は異なり、こ

どもだけの問題ではなく、保護者などの大人も対象にする必要があ

ると思います。市としては保護者や親子向けの講座を開いたり、各

園・各学校で御協力いただき、給食・食育だよりや献立等を発行及

び配布したりして、こどもだけではなく保護者の意識を高めること
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も必要ですので、こういった取組を継続して進めていきます。 

 

ありがとうございます。今の御回答で理解ができました。です

が、こどもや家庭を近くから見ていると、「意識を高めたからいい」

「何かを配ったらいい」ではなく、支援が必要なのです。テレビや

新聞では、貧困が話題になることもありますが、自分の身近な保護

者や家庭を見ていると、意識を高めていくだけでは難しい現状があ

ります。今回の計画内に反映することが難しいかもしれないです

が、「支援」という観点で見ていただきたいと切に感じます。以上で

す。 

 

事務局、いかがですか。 

 

 今後も教育関係・子育て関係の部署とより一層支援が必要な家庭

については、行政としてやっていくべきことを検討しながら進めて

いきたいと思います。 

 

 奥村委員の御意見は、意識付けについてはもちろん大切ですが、

支援のための施策が必要ということですね。それについて、事務局

いかがですか。 

 

 基本目標２のところで家庭への意識付けを進める方向で文章をま

とめているのですが、行政としての支援が必要という御意見があり

ましたので、何ができるかということは今後検討しますが、「行政と

しての支援が必要な状況になっている」という内容の文章を入れさ

せていただきます。 

 

 行政としての関わりは行っていますので、その一文を入れる方向

で進めてください。 

続いて、通し番号８についてですが、SDGsの目標について、本文

内に記載するのではなく、用語集に入れたということです。指摘を

いただいた増岡委員、よろしいでしょうか。 

 

私の意見としては、目標を選んだ理由を知りたいと思って意見さ

せていただきました。例えば、「基本目標１（１）食の正しい知識を

身に付け、食に対する感謝の心を持つ豊かな人間性の育成」で、「２ 
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飢餓をゼロに」が選ばれているのがこの文章だけではわからないの

で、それについて記載をしてほしいということです。 

 

事務局いかがですか。 

 

愛知県の食育推進計画で SDGsの目標を示していまして、それに倣

い市の食育推進計画でも SDGsの目標を示すことになりました。それ

に伴い、市計画独自の SDGs目標と県の計画で既に設定されている

SDGs目標で差異が無いような目標設定をしています。 

 

愛知県と準拠していることは理解できますが、用語集を設けるだ

けでは、読み込む人に対しては説明が足りないかもしれません。で

すが、解説を全て入れると SDGsの目標を選んだ要素は１つだけでは

なく複数が絡んでいると思うので、かなり文章量が増えてしまいま

す。個別に問い合わせがあれば回答するということでどうでしょう

か。 

また、用語集は該当ページからかなり離れているので、４３ペー

ジに用語集がどこにあるか記載する表現を入れるということでよろ

しいですか。 

 

はい。 

 

では続きまして、通し番号１３についていかがでしょうか。 

 

前回いただいた資料と今回の資料で本文が変わっていないように

思いますが、どこが変更されていますか。 

 

本文の修正はありません。御指摘が、「ボランティア頼みではな

く、市でできることを」という内容で、事務局としては、それぞれ

の立場で推進していきたいという思いがあります。それぞれの立場

でやれることが変わってきますので、一体的に推進していきたいと

いう意味で、回答させていただきました。 

 

 「現状と課題」という風にありますので、「現状と課題」をしっか

りと捉え、どうしていくかという部分が明確にあると良いと思いま

す。具体的な取組が第３次計画と変わらないようであれば、方向性
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が具体化されていくか読み取れなくなると思います。物事を進める

ときには、総括的な課題が何なのかを向き合う方向性を検討する必

要があると思いますので、内容が伝わるような計画になればよいと

思います。 

 人材育成はとても大切なことですが、なかなか進まないのが現状

ですので、できそうな最善を計画に掲載できればと思います。 

 

 この場でなくても結構ですので、御意見があれば事務局にお願い

します。 

 続きまして、通し番号１５について、御意見いただいた助言者の

林様、いかがですか。 

 

 「フードドライブ」を新たな事業として記載していただいている

と思いますが、あまり耳馴染みのない言葉ですので、環境省のホー

ムページに定義のようなものがあったので紹介します。「家庭で余っ

ている食品を集めて、食品を必要としている地域の生活困窮者支援

団体、こども食堂、福祉施設等に寄付すること」というような記載

がありました。馴染みがない言葉なので、定義を注釈で記載したほ

うが良いのではないかと思いました。「３０１０運動」のようにコラ

ム形式で記載するか、用語集に入れるかは、事務局に任せます。 

 

 「フードドライブ」は生協も取り組んでいて、みよし市在住の会

員も参加していると思いますので、是非記載していただきたいと思

います。 

 

今の御意見を元に事務局は修正をお願いします。 

では、全体を通して何か御意見ありますでしょうか。 

 

 ２５ページですが、基本目標１・２・３だけになっていますの

で、基本目標１の下に「人づくり」というように入れていただく

と、前のページを見返したり、探したりする必要がなく、わかりや

すいと思います。 

 

 わかりやすさの観点でいえば、基本目標１基本施策２、基本目標

１基本施策４は似た内容だと思います。項目が１２個あるので、市

民としては少ない方が分かりやすいのではないでしょうか。 
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御意見をいただきありがとうございました。続きまして、議題１

（２）の「第４次食育推進計画（案－２）について」事務局より説

明をお願いします。 

 

続いて、第４次みよし市食育推進計画案－２について御説明いた

します。 

まず、計画策定の趣旨でありますが、第３次みよし市食育推進計

画の計画期間の終了を迎え、食や健康を取り巻く生活情勢が変化す

る中、計画の進捗状況を分析し、実情に沿った食育施策を計画的に

推進していくため、新たに「第４次食育推進計画」の策定を行いま

す。５ページの食育推進計画の位置づけですが、本計画の上位計画

である、みよし市総合計画をはじめ、関連する各種計画との整合を

図るとともに、国の第４次食育推進基本計画や県のあいち食育いき

いきプラン２０２５とも整合を図ってまいりました。 

７～８ページの基礎統計の人口構成については、老年人口が年々

増加しているのに対し、年少人口は平成２２年をピークに減少して

おり、７ページの世帯数を見ると核家族化が見受けられます。 

１１～１２ページの「イ 直売施設」について、第３次計画で

は、グリーンステーション三好が掲載されていましたが、令和４年

度末に閉店となっておりますので、削除しました。新たに、令和元

年度から産直マップを作成・配布しておりますので、本文中に追加

しました。 

１３～１４ページの健康状況については、第３次計画では小４女

子が最も高い数値でしたが、今回の調査では小５男子が最も高い数

値となりました。しかし、全国の平均値と比べると概ね低くなって

おります。痩身については、全体的に全国より高くなっており、痩

身傾向があることがうかがえます。１４ページの大人の肥満度につ

いては、男女ともに５０歳代が最も高くなっており、特に男性は３

６．５％と、３人に１人が肥満となっています。 

１５ページの学校記夕食における地元食材の使用状況について

は、先ほどご意見をいただいた部分で説明した通り、愛知県・みよ

し市産の食材を使用した給食の献立と写真を掲載しました。 

１６ページからのアンケート調査から見える現状につきまして

は、前回会議で配布した資料と同様のデータを掲載しております。

詳細については前回ご説明した通りですので、今回は省略します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村田会長 

 

２５ページからの第３次みよし市食育推進計画の評価についても

前回の資料と同様のデータです。２５ページのみ、達成率を見える

化するために、基本目標と年代ごとの達成率を表でまとめました。 

３８ページに基本目標を記載しました。こちらは前回の会議で説

明したとおりです。また、基本目標ごとに、どのような取組を行う

かの概要も合わせて記載しましたので御確認下さい。 

３９ページの市民の行動指針については、啓発だけでなく、実践

できるように、食育の具体的取組に関する市民の行動指針を定めま

した。 

４２～４４ページの食育と SDGsについては、前回の会議でもお伝

えした通り、食育の推進を進め SDGsの目標の達成に貢献するために

第４次計画より掲載します。愛知県の「あいち食育いきいきプラン

２０２５」を参考に、基本施策ごとに SDGsの目標を当てはめました

ので御確認下さい。 

４５～４８ページまで、ライフステージごとの目標と取組を掲載

しています。内容については、第３次計画と変更ありません。 

５０ページからは、基本施策ごとの現状と課題・方向性について

記述しています。具体的な取組については、食育関連部署・保育

園・幼稚園・県・団体等に報告していただいた内容について記載し

ています。 

７６ページからの目標値の設定につきましては、現状値を反映し

目標値を設定しました。目標項目②③の農作物の栽培体験・料理教

室の参加についてですが、前回の会議で御意見をいただきました

が、新型コロナウイルスの影響もあり、開催しておらず参加率が低

かったことを示唆し、目標値を高めに設定しました。 

７９ページには、食育推進のための仕組みづくりとして、食育推

進策とネットワークづくり、事業の評価等について記載をしており

ます。こちらは第３次計画と同様の内容です。 

８０ページからは、食育基本法、国の第４次食育推進基本計画、

県のあいち食育いきいきプラン２０２５の概要及びみよし市食育推

進会議条例を記載しています。 

８７ページからは、用語解説を掲載しましたので、御確認下さ

い。以上です。 

 

パブリックコメントにかける計画案はこれですか。 
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今回の会議でいただいた意見を反映させた計画案をパブリックコ

メントにかける予定です。 

 

パブリックコメント前に修正した計画案を委員・助言者に送付し

ますか。 

 

パブリックコメントは、今回の会議で出た意見を反映した計画案

でかけますが、会議後に委員・助言者の皆さんからいただいた意見

やパブリックコメントで出た意見を反映させた計画案を作成し、次

回会議の前に一度委員・助言者の皆さんに計画案を提示し、御意見

をいただいたうえで、最終計画案を次回会議で審議いただく予定で

す。 

 

 明確に今修正できるものは修正し、パブリックコメントにかける

ということですね。 

 それでは、全体を通して計画案に対する御意見がありますか。 

 助言者の皆さんいかがでしょうか。 

 

 先ほど、奥村委員がおっしゃっていた通り、こどもの食環境が問

題になっているなと実感しています。食育推進という観点で、個人

や家族の問題だけではなく、地域全体で声を掛け合っていく風土づ

くりができるといいなと思いました。風土づくりのためにも、計画

を策定することが市民への周知になることを、この会議を通して改

めて感じました。 

  

 この全体計画ができて、例えば郷土料理を知っている人の割合が

あまり高くないのであれば、学校現場ではこの部分を強く授業でや

ってほしいということを提示してもらえれば、その立場ごとで具体

的な取組が定まってくるのではないかと思いました。 

 

 こどもの食生活という問題もありますが、高齢者の食生活の問題

もあります。高齢者の支援をしていますが、高齢者で食生活が乱れ

ている方は、食事だけではなく、生活習慣が乱れていたり、経済的

な問題があったりして、食事だけのアプローチが難しいなと思いま

す。市の事業として、たくさんの取組がありますので、何かが助け

になると思います。これだけ取組があっても、情報が行き届かない
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部分もあるので、行政として個人に伝えられるようにできるといい

と思います。 

 

 食育推進会議委員を担当するまで、計画があることを知りません

でした。何部ぐらい作成し、どのような場面で市民の方に配られる

予定なのか教えていただきたいです。 

 

 計画は２００部、概要版は１０００部の予定です。配布の機会

は、産業振興課では、産業フェスタでの食生活診断、食育講演会、

おこしもんづくりの食育推進イベントを行っているので、そこで配

ったり、窓口で配布したりしています。 

 

 ホームページや情報発信については推進していますが、意識付け

することや思いが広がっていくように進めて参りますので、よろし

くお願いします。 

 

 生産者の立場からすると、地産地消を進めたい気持ちはあります

が、後継者の問題があります。いくら良い食材を作ろうと思って

も、人がいません。SDGsや物を大事にする、もったいない気持ちも

大事ですが、作れなくなっている立場もいますので、食べるだけで

はなく、作る側のことも考えてもらえるといいなと思います。 

 

 これからどうしていくのか、活動工程表があるといいなと思いま

す。アクティブに動けないというのが実情ではあるので、ネットワ

ークを作るために諸団体の情報をまとめたりできるといいなと思い

ます。 

 

 奥村委員の意見を聞いて、「家族と楽しみながら食事」というの

は、できない家庭もあるなと思いました。今後そういう方への支援

をどうしていくのかが大切だと思います。「人づくり」というのは、

幼少期で一番大事な点だと思いますので、食に関してどう働きかけ

るかが重要ですので、保育園に持ち帰って第４次の計画でどう下ろ

していけるか考えていきたいと思います、 

 

 幼稚園の郷土料理や世界の料理のメニューを出していて、なんで

こういうメニューが出るのだろうと思っていました。ですが、皆さ
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んのお話を聞いていて、家庭で作ろうとすると難しいですし、給食

のメニューとして出ることによって、こどもたちがこういう料理が

あるのだと学ぶことができるからかなと感じました。 

 

 アンケート結果については、当該学年に示しまして、家庭科の授

業や、総合的な探求の時間を使いながら、地元の食についての研究

が行えるのかなと思います。学習指導要領が改定されて、どのよう

に進めていくかというのか各学年で検討しているところですが、こ

れをヒントに進めていきたいと思います。 

 また、みよし市外から来ている生徒もいますが、みよし市内の生

徒も多くおりますので、高校生として、どういう取組ができるかを

進めていければと思います。 

 

 １５ページですが、学校給食について、みよし市産の食材が少な

いなと思いました。みよし市産の食材をもっと使うといいなと思い

ます。 

 

 先ほど、小野田委員からお話がありましたが、農業生産現場の立

場でいろんなことを伺います。みよし市では米やナス、さまざまな

果物が作られていますが、今後当たり前のように作れるというのは

間違いであり、何か支えがない限り厳しいのが現状です。 

 先日、豊田市で農業基本計画を検討する場があったのですが、委

員の中からかなり高齢化がかなり進んでいて、この先人材が確保で

きるか不透明だというお話がありました。なおかつ、物価高の影響

で全てが高騰していることもあり、原材料費が上がっている中で、

販売するものに対して価格転化できているかといわれるとそうでは

ないのが現状だそうです。そういった中で生産者さんは厳しい状況

になっていますが、支援する取組として「地産地消」がやはり良い

のではと思います。地元の農家さんが作ったものを地元の人が食べ

ることが重要で、言葉だけではなく、地元の農家さんを支えるとい

う意味でとても意味のあることだと感じています。そういった面で

も、食育推進計画でしっかりと取り組んで、地元の農家さんが継続

して生産できるような体制を築けると良いと思います。 

 

 食は、私たちにとって大切なことなので、どういう風に捉えたら

いいかというのがまとまっているのがいいと思います。ですが、第
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３次計画とあまり内容が変わっていないこともあります。こどもも

含め、食に対する関わり方に大きな差ができているため、５年経っ

た食の課題をきちんと捉えて、現状の食の課題を理解するというこ

とを進めてもらえればいいと思います。知ったからといって行動で

きるわけではないので、知ったうえで行動できるような計画にする

こと、どういう風に市民と共有できるかを考える必要があると思い

ます。 

 

 食はすべてのことと関わりがありますので、市として計画を作る

のであれば、どのように市民に周知するのか、進めていくのか、第

３次計画から５年経過して、変わっていかない状況があると思いま

す。そこをどう変えていくのか、市が変わるような取組が必要だと

思います。 

 

 小川委員からもありましたが、どのように市民に広げていくのか

が重要だと思います。増岡委員は公募委員ということで市民の声が

反映できることはとてもいいと思います。その輪を広げていけると

いいですし、ほかの委員の皆さんはそれぞれのパートの中で広げて

いけるといいなと思います。 

 

 ありがとうございました。 

 いただきました情報や御意見につきましては、第４次食育推進計画作

成の参考とさせていただきます。 

 以上で、予定していた議事等はすべて終了いたしました。これをもち

まして議長の職をおりて、進行を事務局にお返しさせていただきます。 

 

 ありがとうございました。ここで事務局から連絡事項があります。 

 

 事務局から連絡です。前回の会議でもお伝えしましたが、パブリック

コメントを１月４日からの２月５日まで実施します。市役所１階のみよ

し情報プラザ、カリヨンハウス内のサンネット、みよし市ホームページ

で計画（案）を公開し、市民から意見を求めます。このパブリックコメ

ントを経て、最終決定をするために、３月上旬に会議を開催いたしま

す。パブリックコメントでの御意見を反映させた計画（案）を送付し意

見聴取を行い、その内容を反映させた計画（案）を委員・助言者の皆様

に送付いたしますので、よろしくお願いいたします。 



原田次長兼課長 以上で令和５年度第３回みよし市食育推進会議を終了いたします。そ

れでは一同ご起立ください。一同礼。ありがとうございました。 

 


